
 

 

 

 

運輸・港湾・貿易部会 
部会長 眞 鍋 博 俊 

 
福岡商工会議所 運輸・港湾・貿易部会では、この度、部会事業として、弊所会員企業を対象と

した部会視察会を開催いたします。 

 今回の部会視察会では、今年 3 月に運航開始した“地域を味わう旅列車『THE RAIL KITCHEN 

CHIKUGO』”にご乗車いただきます。乗車前には、世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産 製

鉄・製鋼、造船、石炭産業」の構成資産に登録された『三池港』を視察し、その後、米蔵として使

われていた築 65 年の建物をリノベーションしたカフェ『ＲOOTH 2-3-3 』にて、旅列車の企画

担当者様より旅列車の概要や誕生秘話等についてお話しいただく予定です。 

筑後の景色と地元の新鮮な食材をふんだんに使ったオリジナルのコース料理を楽しみながら、会

員企業の皆様に更なるご親交を深めていただければと思っております。ご多忙中とは存じますが、

ぜひご参加下さいますようご案内申し上げます。 

 

【開 催 日】令和元年９月１２日（木） 

【内  容】①三池港視察（40 分） 

②旅列車担当者よりご説明（40 分） 

③『THE RAIL KITCHEN CHIKUGO』乗車（約２時間 30 分） 

【集  合】福岡商工会議所 １階ロビー ／ 13：15 集合 

   ★レールキッチン乗車からの参加をご希望の場合は、西鉄大牟田駅／17：20 集合 

【行  程】２枚目『行程表（案）』記載の通り 

【参 加 費】１２，０００円（銀行振込にてお願い致します） 

福岡銀行 本店 普通 500981 

【口座名義】 福岡商工会議所 専務理事 境 正義 

      ※お支払いは、上記銀行口座にお願いします。お振込み手数料は貴社にてご負担お願い 

致します。 

      ※参加費には、旅列車の乗車賃（貸切）と ROOTH2-3-3 のワンドリンク代が含まれます。 

【定   員】４４名（先着順） 

【締   切】令和元年８月１６日（金）まで 

 

 

 

 

令和元年度 福岡商工会議所 運輸・港湾・貿易部会 

部会視察会のご案内

【お問合せ先】福岡商工会議所 地域振興部 (行武、太田、三笘)

TEL：４４１－１１１８、FAX：４４１－１１４９



令和元年度 福岡商工会議所 運輸・港湾・貿易部会 

部会視察会 行程表（案） 
●開催日程：2019 年９月１２日（木） 

時 間 行   程 

13：15 集合（福岡商工会議所１Ｆロビー） 

13：30 貸切バスに乗車後、福岡商工会議所出発 

移動（貸切バス利用） 福岡商工会議所 ～ 三池港 迄 [１時間４０分+乗降] 

15：20～

16：00 

①三池港視察 （40 分） 

 ：閘門の中（立ち入り禁止区域）と展望台より三池港全体を見学。 

  ※ガイドさんによる説明付き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動（貸切バス利用） 三池港 ～ ROOTH2-3-3 迄 [10 分+乗降] 

16：10～

17：10 

②西日本鉄道㈱ご担当者によるご説明 

○場  所＝ROOTH2-3-3 

（大牟田市不知火町 2-3-3） 

○ご担当者＝西日本鉄道(株) 事業創造本部  

観光・レジャー事業部 栗原 伸行 様  

移動（貸切バス利用） ROOTH2-3-3 ～ 大牟田駅 迄 [２分+乗降] 

★17：20 ★集合（大牟田駅）【レールキッチン乗車からの参加の方】 

17：40～

20：13 

③THE RAIL KITCHEN CHIKUGO 乗車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20：20 解散（西鉄 福岡（天神）駅にて現地解散） 

※上記行程が前後する可能性がございます。最終行程につきましては、９月６日(金)迄に FAX にて 

お送りいたします。何卒ご了承くださいませ。 

『 THE RAIL KITCHEN CHIKUGO（ｻﾞ ﾚｰﾙ ｷｯﾁﾝ ﾁｸｺﾞ） 』概要 

2019 年 3 月に運航開始した、西日本鉄道(株)初となる車内で食事を楽しめる旅列車、そ

の名も”走るキッチン”こと『THE RAIL KITCHEN CHIKUGO』。 

大牟田～福岡(天神)を結ぶこの旅列車は、窯を中心としたキッチンとダイニング車両の 3

両編成で、沿線の地域資源をインテリアとして施す内装と、キッチンクロスをイメージし、

美味しさと清潔感を表現した外装です。車内では沿線の食材で自慢 

の手料理を堪能でき、筑後の魅力がぎっしり詰まった観光列車です。 

『 三池港 』概要 

三池港は、三池炭鉱の積出港として明治 41 年に開港し、昭和 26 年に重要港湾に指定。

平成 18 年からは国際コンテナ定期航路が就航し、国際物流拠点としての新たな一歩を踏み

出した。その後、2015 年に世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、

石炭産業」の構成資産に登録されました。 

 三池港は干満の差の大きい有明海に面するため、渠内（ドッグ内）は干潮時に水門（閘門）

を閉じて一定の水深を維持します。また、土砂の流入を防ぐため、航路に沿って長い防砂堤

が設けられており、それら全体の形から鳥がはばたく姿をイメージして作られたものといわ

れています。 


